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2．主 な 記 号  
伽：音速 m／s  
β：動翼枚数  
C：翼弦長 mまたはmm  
β：相対座標系における後流の幅 mまたは  
I11t11  
g：音響出力 W  
／：周波数 Hz  
Ⅳ：回転数 rpm  
斤：半径方向の距離 mまたはmm  
γ：回転面から観測点までの岸巨離 m  
SPL：音圧レベル dB  
富：翼先端すきまの平均値 mまたはmm  
晰：入口相対速度 mノs  
β2：相対流出角 ○  
ヮ：送風機と電動機の総合効率   
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5・1流体力学的特性  図4は3種類の巽先端す  
きまに対する送風機の特性曲線を示したものである．  








ために著者らは次の式を導いた（1）．   
E＝畑p上pAN 
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図4 特性曲線   図2 供試羽根車  図3 供試送風機  













して測定したので以下にそれらについて詳述する．   
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Radialdis亡anCe，R mm   
（a）流量による差異  
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（a）流量による差異  
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Radlaldistance，R Tml   
（b）筆先端すきまによる差異  
図6 流出角の半径方向分布  
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Radialdistance，R mm  
（b）翼先端すきまによる差異   
図5 入口相対速度の半径方向分布  
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D＝D昌cosβ2／cos8＝2D。COSβ2・・・・”・”・・ （3）  
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Radialdis亡ance，R mm  
（b）翼先端すきまによる差異  
図10 後流の幅の半径方向分布   
図8 後流の速度変動波形の翼先端すきまによる変化  
（最高効率点）  







方向の領域は広がる〔図10（b）〕．   

























































定性的には傾向をよく示す．   
5・5 騒音特性  図13は翼先端すきまが騒音の流  
量特性におよぽす影響を示したもので白抜きの記号は  
7う  
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225  250  275  300  
Radialdls亡ance，R mm  
図12 後流の幅の計算値と実験値との比較  
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（b）翼先端すきまによる差異  
図14 騒音のスペクトル密度分布   




等しい．   
一方，図14（b）に示すように翼先端すきまが狭くな  
るに従いほぼ全周波数域で音圧レベルが減少する（1）．   

























騒音レベルもほぼ±2dB以内の精度で予測できる．   
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Diagonalflow fanが使用されていることなどを参考  
にして本報では斜流送風機に対してDiagonalflow  
fanを使用した．  
討   









（2）英文題名のうち，DiagonalFlow Fanは  
MixedFlowFanに訂正されたい．JIS用語および慣  
例的にも使用していないからである．  








ると思う．後者は動翼まわりの流動状態を若干変え，   
（付1）村上・郡谷，流体機械，（昭57），42，森北出版．   
